
2015年度 建設マネジメント委員会

公共調達シンポジウムの開催と事例発表・登録募集についてのお知らせ

建設マネジメント委員会（委員長 福本勝司）では、我が国の建設事業に係る公共調達のあり方について

様々な観点から研究活動を行っておりますが、2009年度より、この分野の各方面で行なわれている取り組み

の情報共有を図り、PDCA活動を実践する場として「公共調達シンポジウム」を開催しています。

これは、建設事業を取り巻く環境、制度が大きく変化する中で、より効果的な公共調達の実現に向けて多

様な取り組みが実施されるようになっている現状を踏まえ、それらの情報交換（事例発表等）を通じて、Good 

Practiceの共有、課題の把握や今後の取り組みのあり方の模索を行うなど、学会がマネジメントセンターと

しての役割を果たし、改善運動の深化と拡大に寄与しようとするものです。

つきましては、2015年度の公共調達シンポジウムを下記のとおり開催することといたしますので、積極的

な事例の発表・登録と多数の参加をお願いします。なお、本シンポジウムは「土木学会認定CPDプログラム」

の対象となっております。

行 事 名：2015年度 建設マネジメント委員会 公共調達シンポジウム

主    催：土木学会 建設マネジメント委員会

日    時：2015年 6月 19日（金）10:30～17:30

場    所：土木学会講堂 新宿区四谷 1丁目（外濠公園内）TEL 03-3355-3559

参 加 費：会員；4,000円，非会員；6,000円，学生・招待者；無料【学生証または招待状を提示】

       （資料代込み）

定    員：120名（申込先着順）

発表テーマについて：

本シンポジウムは、公共調達の実務の現場で実施されている意欲的な取り組みの事例について、それら

の当事者（発注者、受注者、その他どのような立場でも可）から実施状況や実施結果を発表・登録してい

ただき、参加者全体で意見交換することによって進めるものです。

取り扱うテーマは公共調達の全般を対象とします。これには、海外や民間調達における事例、行政機関

や民間企業の組織内部での建設生産システムの改善への取り組み事例等で今後の我が国の公共調達のあ

り方について参考となるものを含むものとします（一般課題）。また、シンポジウムの開催毎に特に集中

して意見交換する課題を設けることとします（特定課題）。

2015年度の特定課題：『ＣＭ方式・ＰＭ方式等の活用について』

（国・地方公共団体・公益企業、建設会社、建設コンサルタント等における CM、PM 方式等の活用を

めぐる幅広いテーマを募集します。）

発表申込について：

発表、登録していただける事例を広く募集します。意欲的な取り組みの行なわれている現場の当事者の

皆様に、その概要を所定の様式に基づき 2015 年 5 月 29 日（金）までに、下記の学会事務局宛に E-mail

にて登録をお願いします。所定様式は、委員会HP（http://committees.jsce.or.jp/cmc/node/105）より

ダウンロード下さい。なお、発表事例が多数に及ぶ場合には、発表時間や発表方法に調整を行なうことを

あらかじめご了承ください。発表していただいた内容は、土木学会建設マネジメント委員会の表彰規定に

より、表彰の対象となります。なお、事例の内容によっては交通費を支弁いたします。

  また、シンポジウムに出席できない場合であっても、登録していただいた事例は資料に取りまとめ紹介

させていただきますので、積極的に事例の登録をお願いします。



参加申込方法：

・土木学会個人会員の方は、下記申込フォームの「申込画面へ」から送信して下さい。

URL： http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp

・その他の方は、土木学会本部行事参加申込書 （http://www.jsce.or.jp/event/active/form.pdf）を

ダウンロードしていただきまして、必要事項をご記入の上、FAX（03-3355-5278）にてお申込み下さい。

申込到着後、10日前後にて折り返し「参加券」をお送りいたします。

＊お申込み後、やむを得ずキャンセルされる場合は、必ず開催日の1週間前までに研究事業課宛ご連絡

ください。ご連絡がない場合は、参加費を徴収させていただきますので、予めご了承ください。

・参加申込み締め切りは、2015年 6月12日（金）です。

問い合わせ先：土木学会 研究事業課 建設マネジメント委員会担当 久米村秀明

TEL：03-3355-3559 ／ E-mail： kumemura@jsce.or.jp


